
第１部　アパレル産業

１．調査要領

（１）調査時期 令和７年６月

（２）調査依頼企業数 ５２社

（３）調査対象期間 ～

（４）回答状況 有効回答数

有効回答率

《業種別内訳》

（５）調査事項

① 売上高

② 在庫

③ 操業度

④ 販売価格・仕入れ価格

⑤ 利益率

⑥ 資金繰り・借入難度

⑦ 業況判断・四半期後の業況見通し

⑧ 経営上の問題点

 （ア）売り上げの減少

 （イ）経費の増加

 （ウ）製品安

 （エ）求人難

 （オ）その他

⑨ 海外生産の割合

⑩「物価高騰等」の影響度

ニット雑貨

合　　計

８０.８％

令和７年４月 令和７年６月

２０社

２８社

４社

４２社

岐阜アパレル・縫製産業景気動向調査

業　　種

メンズファッション

婦人子供服

５２社

１６社 ８０.０％

２２社 ７８.６％

４社 １００.０％

４２社 ８０.８％

依頼数 回答数 回答率
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（アパレル）

①売上高の動向

今期、売上高が「増加した」とする企業は11.9%で、前回の6.7%から5.2ポイントの増加となった。

一方、「減少した」とする企業は66.7%で、前回の60.0%から6.7ポイントの増加となった。

DI値は1.5ポイント悪化して▲54.8となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

売上DI ▲ 14.6  22.3  13.0  15.2  27.6  14.6 ▲ 6.5 ▲ 24.5 ▲ 31.9 ▲ 22.7 ▲ 51.0 ▲ 46.7 ▲ 53.3 ▲ 54.8

２．アパレル産業景気動向調査結果の概況

３．アパレル産業景気動向調査結果

　今期の調査結果の特徴は、DIの前回比較で在庫DIで7.9ポイント、借入難易DIで7.5ポイント改善した一

方、業況見通しDIで17.6ポイント、販売価格DIで12.9ポイント悪化したことである。

　経営上の問題点としては、1位「売上の減少」、2位「経費の増加」の順となった。

　回答企業のコメントからは、「物価高騰により、安い製品しか売れない。」（メンズ）「経費・仕入価格

は増加するが、販売価格に転嫁できない。」「物価高騰と気候変動により販売価格の低下。また、一過性に

すぎない夏物の需要が高まったがすぐに落ち着いた。」（婦人子供服）「個店においては高齢化が進み、経

営意欲がない感じがする。物価高で服まで手が回らない。」（ニット雑貨)等の意見が聞かれた。

　岐阜アパレルは、在庫DI、借入難易DI等の項目で改善を示したが、業況見通しDI、販売価格DI等の項目で

悪化を示した。
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売上高ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 売上DI
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（アパレル）

②在庫の状況

今期、在庫が「不足」とする企業は11.9%で、前回の8.9%から3.0ポイントの増加となった。

一方、「過剰」とする企業は26.2%で、前回の31.1%から4.9ポイントの減少となった。

DI値は7.9ポイント改善して▲14.3となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

在庫ＤＩ ▲ 20.9  0.0 ▲ 17.4 ▲ 19.6 ▲ 21.3 ▲ 27.1 ▲ 28.3 ▲ 33.4 ▲ 21.3 ▲ 38.7 ▲ 29.7 ▲ 31.1 ▲ 22.2 ▲ 14.3

③操業度の動向

今期、操業度が「上昇した」とする企業は2.4%で、前回の4.4%から2.0ポイントの減少となった。

一方、「低下した」とする企業は40.5%で、前回の35.6%から4.9ポイントの増加となった。

DI値は6.9ポイント悪化して▲38.1となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

操業度ＤＩ ▲ 29.8 ▲ 8.9 ▲ 15.5 ▲ 19.5 ▲ 13.1 ▲ 8.5 ▲ 18.2 ▲ 29.6 ▲ 30.4 ▲ 23.3 ▲ 29.8 ▲ 26.7 ▲ 31.2 ▲ 38.1
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ＤＩ 在庫ＤＩ＝「不足」企業割合－「過剰」企業割合 在庫ＤＩ
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（アパレル）

④販売価格・仕入れ価格の推移

今期、販売価格が「上昇した」とする企業は19.5%で、前回の31.1%から11.6ポイントの減少となった。

一方、「低下した」とする企業は14.6%で、前回の13.3%から1.3ポイントの増加となった。

DI値は12.9ポイント悪化して4.9となった。

今期、仕入価格が「低下した」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。

一方、「上昇した」とする企業は61.9%と前回の62.2%から0.3ポイントの減少となった。

DI値は0.3ポイント改善して▲61.9となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

販売ＤＩ ▲ 10.5  13.1  30.4  24.4  25.6  16.6  34.8  20.0  19.2  20.5  12.8  24.4  17.8  4.9

仕入ＤＩ ▲ 70.8 ▲ 84.8 ▲ 89.1 ▲ 87.0 ▲ 78.7 ▲ 85.4 ▲ 91.3 ▲ 80.0 ▲ 69.6 ▲ 79.5 ▲ 66.0 ▲ 73.4 ▲ 62.2 ▲ 61.9

⑤利益率の動向

今期、利益率が「増加した」とする企業は14.3%で、前回の8.9%から5.4ポイントの増加となった。

一方、「減少した」とする企業は47.6%で、前回の42.2%から5.4ポイントの増加となった。

DI値は▲33.3ポイントで前回と同じとなった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

利益ＤＩ ▲ 60.4 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 46.6 ▲ 53.2 ▲ 41.7 ▲ 41.3 ▲ 46.6 ▲ 40.5 ▲ 48.8 ▲ 40.4 ▲ 40.0 ▲ 33.3 ▲ 33.3
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利益率ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 利益ＤＩ
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（アパレル）

⑥財務の状況

今期、資金繰りが「余裕」とする企業は14.3%で、前回の13.3%から1.0ポイントの増加となった。

一方、「窮屈」とする企業は31.0%で、前回の26.7%から4.3ポイントの増加となった。

DI値は3.3ポイント悪化して▲16.7となった。

今期、借入難易が「容易」とする企業は19.5%で、前回の13.3%から6.2ポイントの増加となった。

一方、「困難」とする企業は9.8%で、前回の11.1%から1.3ポイントの減少となった。

DI値は7.5ポイント改善して9.7となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

資金ＤＩ ▲ 4.2 ▲ 8.7 ▲ 9.1 ▲ 6.5 ▲ 2.1 ▲ 2.1 ▲ 8.7 ▲ 8.8 ▲ 8.5 ▲ 13.7 ▲ 8.7 ▲ 11.1 ▲ 13.4 ▲ 16.7

借入ＤＩ  8.4  4.7  0.0  11.6  8.5  10.5  6.5  4.5  0.0  2.4  4.4  2.3  2.2  9.7

⑦業況総合判断

今期、業況判断が「好転」とする企業は4.9%で、前回の2.2%から2.7ポイントの増加となった。

一方、「悪化」とする企業は56.1%で、前回の46.7%から9.4ポイントの増加となった。

DI値は6.7ポイント悪化して▲51.2となった。

四半期後の業況見通しが「好転」とする企業は7.9%で、前回の6.7%から1.2ポイントの増加となった。

一方、「悪化」とする企業は63.2%で、前回の44.4%から18.8ポイントの増加となった。

DI値は17.6ポイント悪化して▲55.3となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

業況ＤＩ ▲ 37.5 ▲ 20.0 ▲ 32.7 ▲ 30.4 ▲ 10.6 ▲ 27.1 ▲ 26.1 ▲ 35.5 ▲ 32.6 ▲ 39.5 ▲ 42.6 ▲ 51.1 ▲ 44.5 ▲ 51.2

見通ＤＩ ▲ 12.5 ▲ 23.2 ▲ 26.6 ▲ 31.8 ▲ 6.6 ▲ 20.8 ▲ 16.3 ▲ 29.6 ▲ 21.3 ▲ 27.9 ▲ 44.5 ▲ 38.7 ▲ 37.7 ▲ 55.3
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（アパレル）

⑧経営上の問題点

経営上の問題点としては、１位「売上の減少」、２位「経費の増加」の順となっている。

1位 2位 3位 4位 5位 合計 総得点

30 6 1 0 0 37 177

6 15 11 1 0 33 125

1 8 11 8 1 29 87

3 3 6 11 1 24 68

2 1 1 6 11 21 40

（1位 5点、2位 4点、3位 3点、4位 2点、5位 1点として集計）

⑨海外生産の割合

今期、海外生産が「増加した」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。

一方、「減少した」とする企業は16.7%で、前回の22.2%から5.5ポイントの減少となった。

DI値は5.5ポイント上昇して▲16.7となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

海外ＤＩ  0.0  0.0  5.8 ▲ 18.8  5.9 ▲ 5.6 ▲ 6.2 ▲ 6.3 ▲ 23.5 ▲ 13.3 ▲ 5.9 ▲ 12.5 ▲ 22.2 ▲ 16.7

売上の減少

経費の増加

製品安

求人難
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海外生産ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 海外ＤＩ
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（アパレル）

　⑩「物価高騰等」の事業活動への影響

メンズ 婦人子
ニット・
雑貨

かなりある 5 6 4 15 41.7%

一部ある 9 10 0 19 52.8%

少ない 2 0 0 2 5.6%

ない 0 0 0 0 0.0%

合計 16 16 4 36 100.0%

物価高騰等の
影響度

事業活動への影響度 全体

かなりある

41.7%

一部ある

52.8%

少ない

5.6%

事業活動への影響度（全体）

かなりある

一部ある

少ない
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（メンズファッション）

①売上高の動向

今期、売上高が「増加した」とする企業は18.8%で、前回の5.6%から13.2ポイントの増加となった。

一方、「減少した」とする企業は43.8%で、前回の61.1%から17.3ポイントの減少となった。

DI値は30.5ポイント改善して▲25.0となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

売上DＩ ▲ 5.2  18.8  11.8  18.7  27.8  36.8  11.1 ▲ 5.5 ▲ 33.3  0.0 ▲ 31.6 ▲ 11.8 ▲ 55.5 ▲ 25.0

②在庫の状況

今期、在庫が「不足」とする企業は6.3%で、前回の0.0%から6.3ポイントの増加となった。

一方、「過剰」とする企業は25.0%で、前回の22.2%から2.8ポイントの増加となった。

DI値は3.5ポイント改善して▲18.7となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

在庫ＤＩ ▲ 15.8 ▲ 18.7 ▲ 17.6 ▲ 37.5 ▲ 22.2 ▲ 42.1 ▲ 22.2 ▲ 22.2 ▲ 16.7 ▲ 35.3 ▲ 26.3 ▲ 41.2 ▲ 22.2 ▲ 18.7

＜メンズファッション＞
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売上高DI＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 売上DＩ
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（メンズファッション）

③操業度の動向

今期、操業度が「上昇した」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。

一方、「低下した」とする企業は25.0%で、前回の16.7%から8.3ポイントの増加となった。

DI値は8.3ポイント悪化して▲25.0となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

操業度ＤＩ ▲ 11.1  0.0  0.0  18.8  0.0  11.1  5.9  5.8 ▲ 5.9  0.0 ▲ 5.2 ▲ 5.9 ▲ 16.7 ▲ 25.0

④販売価格・仕入れ価格の推移

今期、販売価格が「上昇した」とする企業は25.0%で、前回の33.3%から8.3ポイントの減少となった。

一方、「低下した」とする企業は12.5%で、前回の0.0%から12.5ポイントの増加となった。

DI値は20.8ポイント悪化して12.5となった。

今期、仕入価格が「低下した」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。

一方、「上昇した」とする企業は62.5%で、前回の72.2%から9.7ポイントの減少となった。

DI値は9.7ポイント改善して▲62.5となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

販売ＤＩ  10.5  25.0  41.2  37.5  22.2  26.3  50.0  44.4  38.9  47.1  21.0  41.2  33.3  12.5

仕入ＤＩ ▲ 78.9 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 93.8 ▲ 77.8 ▲ 89.5 ▲ 94.4 ▲ 83.3 ▲ 77.8 ▲ 100.0 ▲ 52.6 ▲ 88.2 ▲ 72.2 ▲ 62.5
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操業度ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合 操業度ＤＩ
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（メンズファッション）

⑤利益率の動向

今期、利益率が「増加した」とする企業は12.5%で、前回の11.1%から1.4ポイントの増加となった。

一方、「減少した」とする企業は31.3%で、前回の38.9%から7.6ポイントの減少となった。

DI値は9.0ポイント改善して▲18.8となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

利益ＤＩ ▲ 73.6 ▲ 81.3 ▲ 41.1 ▲ 31.2 ▲ 44.5 ▲ 36.9 ▲ 16.7 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 41.2 ▲ 21.1 ▲ 41.1 ▲ 27.8 ▲ 18.8

⑥財務の状況

今期、資金繰りが「余裕」とする企業は25.0%で、前回の22.2%から2.8ポイントの増加となった。

一方、「窮屈」とする企業は12.5%で、前回の11.1%から1.4ポイントの増加となった。

DI値は1.4ポイント改善して12.5となった。

今期、借入難易が「容易」とする企業は37.5%で、前回の22.2%から15.3ポイントの増加となった。

一方、「困難」とする企業は6.3%で、前回の5.6%から0.7ポイントの増加となった。

DI値は14.6ポイント改善して31.2となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

資金ＤＩ  10.6  12.5  5.8  18.8  11.1  10.5  16.7  11.1  16.7  11.7  15.8  11.8  11.1  12.5

借入ＤＩ  31.6  25.0  11.7  28.6  22.2  36.8  27.8  22.2  16.7  17.6  27.7  17.6  16.6  31.2
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利益率ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合
利益ＤＩ
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（メンズファッション）

⑦業況総合判断

今期、業況判断が「好転」とする企業は6.7%で、前回の0.0%から6.7ポイントの増加となった。

一方、「悪化」とする企業は33.3%で、前回と同じとなった。

DI値は6.7ポイント改善して▲26.6となった。

四半期後の業況見通しが「好転」とする企業は14.3%で、前回の5.6%から8.7ポイントの増加となった。

一方、「悪化」とする企業は42.9%で、前回の27.8%から15.1ポイントの増加となった。

DI値は6.4ポイント悪化して▲28.6となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

業況ＤＩ ▲ 42.1 ▲ 46.7 ▲ 41.1 ▲ 6.3 ▲ 11.1  0.0 ▲ 11.1 ▲ 5.5 ▲ 22.2 ▲ 11.8 ▲ 21.0 ▲ 23.5 ▲ 33.3 ▲ 26.6

見通ＤＩ ▲ 21.0 ▲ 35.8 ▲ 25.0  0.0 ▲ 5.9 ▲ 10.5 ▲ 5.9 ▲ 5.8 ▲ 16.7 ▲ 11.8 ▲ 29.4 ▲ 29.4 ▲ 22.2 ▲ 28.6

⑧経営上の問題点

経営上の問題点としては１位 「売上の減少」、２位 「経費の増加」の順となっている。

1位 2位 3位 4位 5位 合計 総得点

11 1 0 0 0 12 59

2 9 1 0 0 12 49

2 0 3 7 0 12 33

0 1 7 3 0 11 31

1 1 0 0 4 6 13

（1位 5点、2位 4点、3位 3点、4位 2点、5位 1点として集計）
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自社業況判断ＤＩ＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合

四半期後の業況見通し＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合
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（メンズファッション）

⑨海外生産の割合

今期、海外生産が「増加した」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。

一方、「減少した」とする企業は11.1%で、前回の18.2%から7.1ポイントの減少となった。

DI値は7.1ポイント上昇して▲11.1となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

海外ＤＩ  0.0  0.0  0.0 ▲ 25.0  10.0 ▲ 9.1 ▲ 11.1  0.0 ▲ 18.2 ▲ 10.0 ▲ 10.0  0.0 ▲ 18.2 ▲ 11.1

⑩「物価高騰等」の事業活動への影響

かなりある 5 31.3%

一部ある 9 56.3%

少ない 2 12.5%

ない 0 0.0%

合計 16 100.1%

メンズ事業活動への影響度

物価高騰等の
影響度
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ＤＩ
海外生産ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 海外ＤＩ
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56.3%

少ない

12.5%

事業活動への影響度(メンズ)

かなりある
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少ない
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（メンズファッション）

回答企業のコメント

○ 人件費上昇が価格転嫁できず、コスト増につながっている。

○ 物価高騰により、安い製品しか売れない。

○ 品質に対する厳しい基準が、卸売業と小売側とで差があり、不良品として返品されるケースが増えているように感
じる。
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（婦人子供服）

①売上高の動向

今期、売上高が「増加した」とする企業は9.1%で、前回の8.7%から0.4ポイントの増加となった。

一方、「減少した」とする企業は77.3%で、前回の52.2%から25.1ポイントの増加となった。

DI値は24.7ポイント悪化して▲68.2となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

売上DＩ ▲ 16.0  24.0  8.0  7.7  24.0  8.0 ▲ 12.0 ▲ 29.2 ▲ 24.0 ▲ 37.5 ▲ 62.5 ▲ 62.5 ▲ 43.5 ▲ 68.2

②在庫の状況

今期、在庫が「不足」とする企業は13.6%で、前回の17.4%から3.8ポイントの減少となった。

一方、「過剰」とする企業は27.3%で、前回の39.1%から11.8ポイントの減少となった。

DI値は8.0ポイント改善して▲13.7となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

在庫ＤＩ ▲ 20.0  11.5 ▲ 20.0 ▲ 7.7 ▲ 16.0 ▲ 20.0 ▲ 36.0 ▲ 37.5 ▲ 28.0 ▲ 41.7 ▲ 33.4 ▲ 25.0 ▲ 21.7 ▲ 13.7

＜婦人子供服＞
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（婦人子供服）

③操業度の動向

今期、操業度が「上昇した」とする企業は4.5%で、前回の8.7%から4.2ポイントの減少となった。

一方、「低下した」とする企業は45.5%で、前回の39.1%から6.4ポイントの増加となった。

DI値は10.6ポイント悪化して▲41.0となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

操業度ＤＩ ▲ 40.0 ▲ 23.1 ▲ 28.0 ▲ 42.3 ▲ 24.0 ▲ 20.0 ▲ 29.1 ▲ 45.8 ▲ 44.0 ▲ 37.5 ▲ 45.8 ▲ 41.6 ▲ 30.4 ▲ 41.0

④販売価格・仕入れ価格の推移

今期、販売価格が「上昇した」とする企業は19.0%で、前回の26.1%から7.1ポイントの減少となった。

一方、「低下した」とする企業は14.3%で、前回の26.1%から11.8ポイントの減少となった。

DI値は4.7ポイント改善して4.7となった。

今期、仕入価格が「低下した」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。

一方、「上昇した」とする企業は59.1%で、前回の56.5%から2.6ポイントの増加となった。

DI値は2.6ポイント悪化して▲59.1となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

販売ＤＩ ▲ 36.0  0.0  16.0  12.0  20.0  4.0  20.0  4.1  0.0  0.0  4.2  8.3  0.0  4.7

仕入ＤＩ ▲ 64.0 ▲ 76.9 ▲ 80.0 ▲ 80.8 ▲ 80.0 ▲ 80.0 ▲ 88.0 ▲ 75.0 ▲ 66.7 ▲ 70.8 ▲ 75.0 ▲ 66.6 ▲ 56.5 ▲ 59.1
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仕入価格ＤＩ＝「低下」企業割合－「上昇」企業割合

販売ＤＩ

仕入ＤＩ
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（婦人子供服）

⑤利益率の動向

今期、利益率が「増加した」とする企業は18.2%で、前回の8.7%から9.5ポイントの増加となった。

一方、「減少した」とする企業は54.5%で、前回の43.5%から11.0ポイントの増加となった。

DI値は1.5ポイント悪化して▲36.3となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

利益ＤＩ ▲ 52.0 ▲ 48.0 ▲ 56.0 ▲ 56.0 ▲ 56.0 ▲ 44.0 ▲ 56.0 ▲ 54.1 ▲ 48.0 ▲ 52.2 ▲ 50.0 ▲ 41.7 ▲ 34.8 ▲ 36.3

⑥財務の状況

今期、資金繰りが「余裕」とする企業は9.1%で、前回の8.7%から0.4ポイントの増加となった。
一方、「窮屈」とする企業は36.4%で、前回の30.4%から6.0ポイントの増加となった。
DI値は5.6ポイント悪化して▲27.3となった。
今期、借入難易が「容易」とする企業は9.1%で、前回の8.7%から0.4ポイントの増加となった。
一方、「困難」とする企業は13.6%で、前回の17.4%から3.8ポイントの減少となった。
DI値は4.2ポイント改善して▲4.5となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

資金ＤＩ ▲ 16.7 ▲ 23.1 ▲ 21.8 ▲ 23.1 ▲ 12.0 ▲ 16.0 ▲ 24.0 ▲ 25.0 ▲ 20.0 ▲ 29.1 ▲ 21.7 ▲ 25.0 ▲ 21.7 ▲ 27.3

借入ＤＩ ▲ 12.0 ▲ 8.7 ▲ 13.1  0.0 ▲ 4.0 ▲ 8.0 ▲ 12.0 ▲ 8.7 ▲ 13.0 ▲ 13.1 ▲ 12.5 ▲ 8.4 ▲ 8.7 ▲ 4.5
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ＤＩ
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ＤＩ
資金繰りＤＩ＝「余裕」企業割合－「窮屈」企業割合

借入難易ＤＩ＝「容易」企業割合－「困難」企業割合
資金ＤＩ
借入ＤＩ
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（婦人子供服）

⑦業況総合判断

今期、業況判断が「好転」とする企業は4.5%で、前回の4.3%から0.2ポイントの増加となった。
一方、「悪化」とする企業は63.6%で、前回の47.8%から15.8ポイントの増加となった。
DI値は15.6ポイント悪化して▲59.1となった。
四半期後の業況見通しが「好転」とする企業は5.0%で、前回の8.7%から3.7ポイントの減少となった。
一方、「悪化」とする企業は70.0%で、前回の52.2%から17.8ポイントの増加となった。
DI値は21.5ポイント悪化して▲65.0となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

業況ＤＩ ▲ 28.0 ▲ 11.5 ▲ 32.0 ▲ 46.2 ▲ 16.0 ▲ 48.0 ▲ 32.0 ▲ 50.0 ▲ 29.2 ▲ 56.5 ▲ 54.2 ▲ 66.7 ▲ 43.5 ▲ 59.1

見通ＤＩ  0.0 ▲ 16.0 ▲ 32.0 ▲ 46.2 ▲ 8.0 ▲ 28.0 ▲ 13.0 ▲ 37.5 ▲ 16.0 ▲ 34.8 ▲ 45.8 ▲ 39.2 ▲ 43.5 ▲ 65.0

⑧経営上の問題点

経営上の問題点としては、１位 「売上の減少」、２位 「経費の増加」の順となっている。

1位 2位 3位 4位 5位 合計 総得点

15 5 1 0 0 21 98

4 2 10 1 0 17 60

1 7 2 5 1 16 50

1 3 3 3 1 11 33

1 0 0 5 6 12 21

（1位 5点、2位 4点、3位 3点、4位 2点、5位 1点として集計）
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（婦人子供服）

⑨海外生産の割合

今期、海外生産が「増加した」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。

一方、「減少した」とする企業は33.3%で、前回の28.6%から4.7ポイントの増加となった。

DI値は4.7ポイント低下して▲33.3となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

海外ＤＩ  0.0  20.0 ▲ 12.5 ▲ 12.5  0.0  0.0  0.0 ▲ 16.7 ▲ 33.3 ▲ 20.0  0.0 ▲ 22.2 ▲ 28.6 ▲ 33.3

⑩「物価高騰等」の事業活動への影響

かなりある 6 37.5%

一部ある 10 62.5%

少ない 0 0.0%

ない 0 0.0%

合計 16 100.0%

事業活動への影響度

物価高騰等の
影響度

婦人子
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ＤＩ 海外生産ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 海外ＤＩ
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18



（婦人子供服）

回答企業のコメント

○ 円安・物価高・米騒動等、物理的・心理的影響が大きすぎてアパレルにまで消費が回らない様子。

○ 経費・仕入価格増加するが、販売価格に転嫁できない。

○ 物価高騰と気候変動により販売価格の低下。また、一過性にすぎない夏物の需要が高まったがすぐに落ち着い
た。
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（ニット雑貨）

①売上高の動向

今期、売上高が「増加した」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。

一方、「減少した」とする企業は100.0%で、前回と同じとなった。

DI値は▲100.0ポイントで前回と同じとなった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

売上DＩ ▲ 50.0  25.0  50.0  50.0  50.0 ▲ 50.0 ▲ 66.7 ▲ 100.0 ▲ 75.0 ▲ 33.3 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0

②在庫の状況

今期、在庫が「不足」とする企業は25.0%で、前回の0.0%から25.0ポイントの増加となった。

一方、「過剰」とする企業は25.0%で、前回と同じとなった。

DI値は25.0ポイント改善して0.0となった。

>

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

在庫ＤＩ ▲ 50.0  0.0  0.0 ▲ 25.0 ▲ 50.0  0.0  0.0 ▲ 66.7  0.0 ▲ 33.3 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 25.0  0.0

＜ニット雑貨＞
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（ニット雑貨）

③操業度の動向

今期、操業度が「上昇した」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。

一方、「低下した」とする企業は75.0%で、前回の100.0%から25.0ポイントの減少となった。

DI値は25.0ポイント改善して▲75.0となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

操業度ＤＩ ▲ 50.0  50.0  0.0 ▲ 25.0  0.0 ▲ 25.0 ▲ 66.7 ▲ 100.0 ▲ 50.0 ▲ 33.3 ▲ 50.0 ▲ 25.0 ▲ 100.0 ▲ 75.0

④販売価格・仕入れ価格の推移

今期、販売価格が「上昇した」とする企業は0.0%で、前回の50.0%から50.0ポイントの減少となった。

一方、「低下した」とする企業は25.0%で、前回の0.0%から25.0ポイントの増加となった。

DI値は75.0ポイント悪化して▲25.0となった。

今期、仕入価格が「低下した」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。

一方、「上昇した」とする企業は75.0%で、前回の50.0%から25.0ポイントの増加となった。

DI値は25.0ポイント悪化して▲75.0となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

販売ＤＩ  50.0  50.0  75.0  50.0  75.0  50.0  66.7  0.0  50.0  33.3  25.0  50.0  50.0 ▲ 25.0

仕入ＤＩ ▲ 75.0 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 50.0 ▲ 33.3 ▲ 75.0 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 75.0
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販売ＤＩ

仕入ＤＩ
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（ニット雑貨）

⑤利益率の動向

今期、利益率が「増加した」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。

一方、「減少した」とする企業は75.0%で、前回の50.0%から25.0ポイントの増加となった。

DI値は25.0ポイント悪化して▲75.0となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

利益ＤＩ ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 75.0 ▲ 50.0 ▲ 66.7 ▲ 66.7 ▲ 25.0 ▲ 66.7 ▲ 75.0 ▲ 25.0 ▲ 50.0 ▲ 75.0

⑥財務の状況

今期、資金繰りが「余裕」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。
一方、「窮屈」とする企業は75.0%で、前回と同じとなった。
DI値は▲75.0ポイントで、前回と同じとなった。
今期、借入難易が「容易」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。
一方、「困難」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。
DI値は0.0ポイントで前回と同じとなった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

資金ＤＩ  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  25.0 ▲ 33.4  0.0 ▲ 50.0 ▲ 33.4 ▲ 50.0 ▲ 25.0 ▲ 75.0 ▲ 75.0

借入ＤＩ  25.0  0.0  25.0  33.3  25.0  0.0  33.3  0.0  0.0  33.3  0.0  0.0  0.0  0.0
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資金繰りＤＩ＝「余裕」企業割合－「窮屈」企業割合

借入難易ＤＩ＝「容易」企業割合－「困難」企業割合
資金ＤＩ

借入ＤＩ
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（ニット雑貨）

⑦業況総合判断

今期、業況判断が「好転」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。

一方、「悪化」とする企業は100.0%で、前回と同じとなった。

DI値は▲100.0ポイントで、前回と同じとなった。

四半期後の業況見通しが「好転」とする企業は0.0%で、前回と同じとなった。

一方、「悪化」とする企業は100.0%で、前回の75.0%から25.0ポイントの増加となった。

DI値は25.0ポイント悪化して▲100.0となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

業況ＤＩ ▲ 75.0  25.0  0.0 ▲ 25.0  25.0 ▲ 25.0 ▲ 66.7 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 66.7 ▲ 75.0 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0

見通ＤＩ ▲ 50.0 ▲ 25.0  0.0 ▲ 50.0  0.0 ▲ 25.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 75.0 ▲ 66.7 ▲ 100.0 ▲ 75.0 ▲ 75.0 ▲ 100.0

⑧経営上の問題点

経営上の問題点としては、１位 「売上の減少」、２位「経費の増加」の順となっている。

1位 2位 3位 4位 5位 合計 総得点

4 0 0 0 0 4 20

0 4 0 0 0 4 16

0 0 2 0 0 2 6

0 0 1 1 1 3 6

0 0 0 1 0 1 2

（1位 5点、2位 4点、3位 3点、4位 2点、5位 1点として集計）

売上の減少

経費の増加

製品安

その他

求人難
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ＤＩ
自社業況判断ＤＩ＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合

四半期後の業況見通しＤＩ＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合

業況ＤＩ

見通ＤＩ
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企業数

売上の減少
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製品安
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（ニット雑貨）

⑨「物価高騰等」の事業活動への影響

かなりある 4 100.0%

一部ある 0 0.0%

少ない 0 0.0%

ない 0 0.0%

合計 4 100.0%

回答企業のコメント

○ 個店においては高齢化が進み、経営意欲がない感じがする。物価高で服まで手が回らない。

事業活動への影響度

物価高騰等の
影響度

ニット・雑貨

かなりある

100.0%

事業活動への影響度(ニット)

かなりある
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第２部　縫製産業

１．調査要領

（１）調査時期 令和７年６月

（２）調査依頼企業数 １４社

（３）調査対象期間 ～

（４）回答状況 有効回答数

有効回答率

（５）調査事項

① 加工賃

② 受注

③ 操業度

④ 利益率

⑤ 資金繰り・借入難度

⑥ 設備投資

⑦ 従業員充足率

⑧ 業況判断・四半期後の業況見通し

⑨ 経営上の問題点

 （ア）加工賃の減少

 （イ）原材料費の増加

 （ウ）受注減

 （エ）求人難

 （オ）その他

⑩「物価高騰等」の影響度

令和７年４月 令和７年６月

８５.７％

１２社
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（縫製）

①加工賃の動向

今期、加工賃が「上昇した」とする企業は8.3%で、前回の16.7%から8.4ポイントの減少となった。

一方、「低下した」とする企業は16.7%で、前回と同じとなった。

DI値は8.4ポイント悪化して▲8.4となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

加工DI  7.2  46.1  23.1  50.0  38.5  33.4  23.1  16.7  7.7  7.7  0.0  0.0  0.0 ▲ 8.4

２．縫製産業景気動向調査結果の概況

　縫製産業は、業況見通しDI、業況判断DI等の項目で改善を示したが、設備投資DI、加工賃DI、操業度DIの

項目で悪化を示した。

　今期の調査結果の特徴は、DIの前回比較で業況見通しDIで41.7ポイント、業況判断DIで25.0ポイント改善
した一方、設備投資DIで16.7ポイント、加工賃DI・操業度DIで8.4ポイント悪化したことである。
　経営上の問題点としては、１位「原材料費の増加」、２位「受注減」の順となった。
　回答企業からは、「新規の取引先を増やしたことにより今期は安定した受注があった反面、人手不足、人
件費の上昇、物価の高騰が課題。」「実習生の長期雇用に必要な認証手続きが煩雑で、事務的な負担が大き
い。」等の意見が聞かれた。

３．縫製産業景気動向調査結果
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ＤＩ 加工賃ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合 加工DI
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（縫製）

②受注状況の動向

今期、受注が「増加」とする企業は8.3%で、前回と同じとなった。

一方、「低下した」とする企業は33.3%で、前回と同じとなった。

DI値は▲25.0ポイントで、前回と同じとなった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

受注DI  21.5  53.8  30.8  41.6  15.4  8.4  7.7 ▲ 50.0  0.0 ▲ 38.4 ▲ 25.0 ▲ 41.7 ▲ 25.0 ▲ 25.0

③操業度の動向

今期、操業度が「上昇した」とする企業は8.3%で、前回の16.7%から8.4ポイントの減少となった。

一方、「低下した」とする企業は16.7%で、前回と同じとなった。

DI値は8.4ポイント悪化して▲8.4となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

操業度DI ▲ 21.4  0.0 ▲ 23.1 ▲ 16.6 ▲ 7.7  0.0  15.4 ▲ 33.3  7.7 ▲ 23.1 ▲ 16.7 ▲ 25.0  0.0 ▲ 8.4

-100

-75

-50

-25

0

25

50

75

100

22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

ＤＩ 受注ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 受注DI
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ＤＩ

操業度ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合 操業度DI
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（縫製）

④利益率の動向

今期、利益率が「増加した」とする企業は8.3%で、前回の16.7%から8.4ポイントの減少となった。

一方、「減少した」とする企業は41.7%で、前回の75.0%から33.3ポイントの減少となった。

DI値は24.9ポイント改善して▲33.4となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

利益DI ▲ 50.0 ▲ 7.7 ▲ 23.1 ▲ 8.3 ▲ 23.1 ▲ 41.7 ▲ 69.2 ▲ 58.3 ▲ 23.1 ▲ 30.8 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 58.3 ▲ 33.4

⑤財務の状況

今期、資金繰りが「余裕」とする企業は18.2%で、前回の9.1%から9.1ポイントの増加となった。

一方、「窮屈」とする企業は27.3%で、前回と同じとなった。

DI値は9.1ポイント改善して▲9.1となった。

今期、借入難易が「容易」とする企業は16.7%で、前回の8.3%から8.4ポイントの増加となった。

一方、「困難」とする企業は16.7%で、前回と同じとなった。

DI値は8.4ポイント改善して0.0となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

資金DI ▲ 30.8  0.0 ▲ 33.3 ▲ 9.1 ▲ 15.4 ▲ 9.1 ▲ 25.0 ▲ 27.3 ▲ 16.7 ▲ 8.4  0.0 ▲ 36.4 ▲ 18.2 ▲ 9.1

借入DI  7.7  8.3  8.4  8.3  7.7  0.0 ▲ 9.1 ▲ 16.7  0.0 ▲ 7.7  0.0 ▲ 16.7 ▲ 8.4  0.0
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ＤＩ

利益率ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 利益DI
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ＤＩ
資金繰りＤＩ＝「余裕」企業割合－「窮屈」企業割合

借入難易ＤＩ＝「容易」企業割合－「困難」企業割合

資金DI

借入DI
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（縫製）

⑥設備投資の状況

今期、設備投資が「拡大」とする企業は8.3%で、前回と同じとなった。

一方、「縮小」とする企業は25.0%で、前回の8.3%から16.7ポイントの増加となった。

DI値は16.7ポイント悪化して▲16.7となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

設備DI ▲ 7.2  0.0 ▲ 7.7 ▲ 8.3  0.0 ▲ 16.7  0.0 ▲ 25.0  0.0 ▲ 15.4 ▲ 16.7 ▲ 16.7  0.0 ▲ 16.7

⑦従業員の動向

従業員充足率が「上昇した」とする企業は0.0%で、前回の8.3%から8.3ポイントの減少となった。

一方、「低下した」とする企業は16.7%で、前回の25.0%から8.3ポイントの減少となった。

DI値は▲16.7ポイントで、前回と同じとなった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

充足DI ▲ 78.6 ▲ 30.8 ▲ 53.8 ▲ 25.0 ▲ 30.8 ▲ 41.7 ▲ 7.7 ▲ 8.3  7.7 ▲ 23.1 ▲ 16.7 ▲ 16.7 ▲ 16.7 ▲ 16.7
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ＤＩ 設備投資ＤＩ＝「拡大」企業割合－「縮小」企業割合 設備DI
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充足率ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合 充足DI
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（縫製）

⑧業況総合判断

今期、業況判断が「好転」とする企業は8.3%で、前回と同じとなった。

一方、「悪化」とする企業は25.0%で、前回の50.0%から25.0ポイントの減少となった。

DI値は25.0ポイント改善して▲16.7となった。

四半期後の業況見通しが「好転」とする企業は16.7%で、前回の0.0%から16.7ポイントの増加となった。

一方、「悪化」とする企業は25.0%で、前回の50.0%から25.0ポイントの減少となった。

DI値は41.7ポイント改善して▲8.3となった。

年月 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

業況DI ▲ 28.6 ▲ 7.7 ▲ 15.4 ▲ 8.3  7.7 ▲ 16.6 ▲ 38.5 ▲ 41.7 ▲ 15.4 ▲ 38.5 ▲ 50.0 ▲ 25.0 ▲ 41.7 ▲ 16.7

見通DI ▲ 42.9  0.0 ▲ 30.8  0.0  15.4 ▲ 8.3 ▲ 30.8 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 7.7 ▲ 50.0 ▲ 16.7 ▲ 50.0 ▲ 8.3

⑨経営上の問題点

経営上の問題点としては、１位「原材料費の増加」、２位「受注減」の順となっている。

1位 2位 3位 4位 5位 合計 総得点

3 3 2 2 0 10 37

4 2 2 0 0 8 34

2 3 2 1 0 8 30

2 2 1 4 0 9 29

0 1 1 0 7 9 14

（1位 5点、2位 4点、3位 3点、4位 2点、5位 1点として集計）

加工賃の減少

求人難

その他

原材料費の増加

受注減
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ＤＩ

自社業況判断ＤＩ＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合

四半期後の業況見通しＤＩ＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合
業況DI

見通DI
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（縫製）

⑩「物価高騰等」の事業活動への影響

7 58.3%

4 33.3%

1 8.3%

0 0.0%

12 99.9%

物価高騰等の
影響度

かなりある

一部ある

少ない

ない

合計

縫製事業活動への影響度

かなりある

58.3%

一部ある

33.3%

少ない

8.3%

事業活動への影響度（縫製）

かなりある

一部ある

少ない

31



（縫製）

回答企業のコメント

○ ５．６月は、受注量が少ない取引き先が同時期に発注するので大変。

○ 実習生の長期雇用に必要な認証手続きが煩雑で、事務的な負担が大きい。

○ 国内生産が1.5%と言われる縫製アパレル、先行きがとても不安です。

○ トランプ関税による不安からか景気が悪化しているため、服まで消費が回らない様子。

○ 新規依頼が増えている。

○ 新規の取引先を増やしたことにより今期は安定した受注があった反面、人手不足、人件費の上昇、物価の高騰が
課題となった。それなりに加工賃の底上げもあったが、利益率の上昇には繋がらなった。
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（アパレル）

岐阜アパレルの動向

○　売上高ＤＩ 前期比で - 1.5 ﾎﾟｲﾝﾄ 前年同期比で - 32.1 ﾎﾟｲﾝﾄ
○　在   庫ＤＩ 前期比で + 7.9 ﾎﾟｲﾝﾄ 前年同期比で + 24.4 ﾎﾟｲﾝﾄ
○　利益率ＤＩ 前期比で + 0.0 ﾎﾟｲﾝﾄ 前年同期比で + 15.5 ﾎﾟｲﾝﾄ

岐阜アパレル業の売上高・在庫・利益率の動向
年・月 21/3 6 9 12 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

売上高ＤＩ -63.8 -22.5 -39.2 -31.3 -14.6 22.3 13.0 15.2 27.6 14.6 -6.5 -24.5 -31.9 -22.7 -51.0 -46.7 -53.3 -54.8

在　庫ＤＩ -40.4 -31.2 -40.0 -16.7 -20.9 0.0 -17.4 -19.6 -21.3 -27.1 -28.3 -33.4 -21.3 -38.7 -29.7 -31.1 -22.2 -14.3

利益率ＤＩ -29.8 -28.6 -49.0 -54.1 -60.4 -60.0 -50.0 -46.6 -53.2 -41.7 -41.3 -46.6 -40.5 -48.8 -40.4 -40.0 -33.3 -33.3
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岐阜アパレル業の売上高・在庫・利益率の動向

売上高ＤＩ

在 庫ＤＩ

利益率ＤＩ
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（縫製）

岐阜縫製業の動向

○　加工賃ＤＩ 前期比で - 8.4 ﾎﾟｲﾝﾄ 前年同期比で - 16.1 ﾎﾟｲﾝﾄ
○　受　 注ＤＩ 前期比で + 0.0 ﾎﾟｲﾝﾄ 前年同期比で + 13.4 ﾎﾟｲﾝﾄ
○　利益率ＤＩ 前期比で + 24.9 ﾎﾟｲﾝﾄ 前年同期比で - 2.6 ﾎﾟｲﾝﾄ

岐阜縫製業の加工賃・受注・利益率の動向

年・月 21/3 6 9 12 22/3 6 9 12 23/3 6 9 12 24/3 6 9 12 25/3 6

加工賃ＤＩ -23.1 -50.0 -21.5 -38.5 7.2 46.1 23.1 50.0 38.5 33.4 23.1 16.7 7.7 7.7 0.0 0.0 0.0 -8.4

受　注ＤＩ -61.5 -71.4 -50.0 -38.5 21.5 53.8 30.8 41.6 15.4 8.4 7.7 -50.0 0.0 -38.4 -25.0 -41.7 -25.0 -25.0

利益率ＤＩ -61.5 -71.4 -71.4 -83.3 -50.0 -7.7 -23.1 -8.3 -23.1 -41.7 -69.2 -58.3 -23.1 -30.8 -33.3 -33.3 -58.3 -33.4
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（アパレル）

アパレルＤＩの推移

年度 月 売上高 在　庫 操業度 販売価格仕入価格 利益率 資金繰り 借入難易
自社の業況総

合判断
四半期後の自
社業況見通し 海外生産

2007 6 -26.0 -32.0 -30.0 -36.0 -34.0 -58.0 -12.0 8.0 -56.0 -44.0 14.3
9 -33.3 -23.5 -37.3 -23.5 -39.2 -51.0 -21.6 -3.9 -52.9 -41.2 3.8
12 -38.3 -36.2 -31.9 -17.0 -44.7 -59.6 -17.0 -4.3 -57.4 -46.8 -10.0
3 -26.5 -22.9 -25.5 -24.5 -42.9 -44.9 -12.2 -4.1 -34.7 -39.6 -4.0

2008 6 -35.2 -29.6 -20.4 -22.2 -42.6 -38.9 -13.0 -1.9 -42.6 -32.7 -14.8
9 -36.5 -34.6 -25.0 -19.2 -48.1 -44.2 -13.5 -9.6 -42.3 -46.2 17.4
12 -52.0 -44.0 -38.8 -54.0 2.0 -56.0 -20.0 -10.0 -57.1 -55.1 -4.8
3 -55.4 -42.9 -50.0 -53.6 8.9 -60.7 -32.1 -7.1 -60.7 -67.3 4.2

2009 6 -52.8 -32.1 -35.8 -62.3 15.4 -64.2 -28.3 -5.7 -50.9 -54.7 -24.0
9 -64.0 -32.0 -55.1 -50.0 14.0 -44.0 -22.0 -6.1 -60.0 -56.0 -18.2
12 -50.9 -18.9 -37.7 -58.5 15.1 -47.2 -17.0 -3.8 -56.6 -49.1 16.7
3 -45.5 -7.3 -25.9 -58.2 -1.8 -50.9 -23.6 -7.3 -43.6 -29.1 -3.8

2010 6 -30.4 -21.4 -20.4 -60.7 -8.9 -46.4 -12.5 -3.6 -30.4 -30.4 3.4
9 -32.7 -27.3 -16.4 -41.8 -9.1 -41.8 -18.2 1.9 -32.7 -34.5 -7.1
12 -33.3 -18.5 -17.0 -35.2 -25.9 -35.2 -5.6 7.4 -27.8 -40.7 0.0
3 -45.1 -25.5 -36.0 -37.3 -47.1 -56.9 -17.6 -2.0 -62.7 -69.4 4.0

2011 6 -34.6 -38.5 -39.2 -42.3 -26.9 -42.3 -17.7 -1.9 -42.3 -35.3 0.0
9 -31.5 -40.7 -25.9 -25.9 -35.2 -50.0 -18.6 -1.9 -46.3 -40.0 4.0
12 -18.2 -32.7 -25.5 -32.7 -18.2 -41.8 -14.6 1.8 -38.2 -31.5 14.8
3 -8.9 -35.7 -8.9 -30.4 -16.1 -28.6 -7.2 -1.8 -18.2 -14.5 7.1

2012 6 -13.0 -24.1 -18.9 -27.8 -11.1 -38.9 1.8 16.7 -21.2 -19.6 7.4
9 -36.8 -36.8 -25.9 -31.0 -8.6 -36.2 -8.7 5.2 -37.9 -29.3 0.0
12 -32.1 -19.6 -14.3 -28.6 -21.4 -53.6 -3.7 5.4 -31.6 -25.9 4.2
3 -33.3 -24.1 -27.6 -17.2 -50.0 -60.3 -8.7 1.8 -42.9 -23.2 3.6

2013 6 -35.1 -27.7 -27.7 -18.5 -53.7 -51.8 -7.4 3.7 -37.0 -27.7 21.7
9 -14.6 -27.3 -11.3 -7.4 -60.0 -47.2 -3.6 5.5 -25.9 -16.7 20.8
12 -18.5 -16.7 -11.3 -9.3 -47.1 -50.0 0.0 11.1 -37.0 -26.4 -7.4
3 -18.8 -28.8 -20.8 -3.8 -63.5 -62.3 -7.5 3.8 -43.1 -52.9 -7.7

2014 6 -34.6 -33.3 -29.1 -11.0 -47.2 -52.8 -1.8 7.3 -36.4 -21.8 3.7
9 -23.7 -38.2 -25.0 -5.4 -61.8 -41.8 -14.5 11.1 -42.6 -38.0 5.3
12 -33.9 -37.5 -30.4 -1.8 -69.6 -48.2 -12.5 0.0 -41.1 -39.3 0.0
3 -41.5 -30.2 -26.5 -3.8 -77.4 -66.1 -7.5 5.8 -41.5 -28.9 15.0

2015 6 -36.4 -25.4 -27.3 -14.5 -72.7 -49.1 -10.9 5.5 -41.8 -38.1 -10.6
9 -31.6 -21.1 -15.8 -7.0 -59.6 -49.1 -3.5 12.3 -38.6 -28.1 0.0
12 -49.2 -24.5 -40.3 -14.0 -54.4 -56.2 -8.8 5.2 -47.3 -42.1 0.0
3 -29.1 -25.5 -25.4 -12.7 -30.9 -40.0 -1.8 16.4 -36.4 -30.9 0.0

2016 6 -28.6 -32.1 -23.2 -14.3 -21.5 -28.5 -7.2 9.0 -34.0 -28.6 0.0
9 -26.8 -23.2 -30.4 -16.1 -21.5 -23.2 -1.8 12.5 -35.7 -37.5 4.0
12 -49.0 -16.3 -25.5 -20.0 -23.6 -41.8 0.0 9.1 -49.1 -36.4 3.5
3 -31.5 -11.1 -20.4 -14.8 -31.5 -35.2 1.8 9.3 -27.7 -27.8 13.7

2017 6 -40.0 -25.5 -23.6 -29.0 -32.7 -27.2 0.0 10.9 -29.0 -34.5 -8.4
9 -33.3 -26.3 -19.3 -22.8 -35.1 -33.3 -3.5 15.8 -28.1 -26.3 0.0
12 -19.7 -26.8 -16.1 -33.9 -41.1 -28.6 0.0 16.1 -26.8 -28.6 4.1
3 -32.1 -21.4 -21.4 -19.6 -41.1 -25.0 1.8 17.9 -26.8 -26.8 4.4

2018 6 -45.6 -21.1 -33.3 -22.8 -38.6 -36.9 -1.7 12.3 -36.9 -35.1 13.7
9 -43.8 -29.8 -33.3 -24.5 -38.6 -38.6 -10.6 8.8 -50.8 -40.3 8.7
12 -52.6 -40.3 -29.8 -26.3 -47.4 -43.8 -3.5 21.0 -54.4 -45.6 -5.2
3 -42.6 -31.4 -27.7 -16.7 -50.0 -46.3 -7.4 13.0 -46.2 -38.9 -5.2

2019 6 -51.9 -38.8 -33.3 -24.1 -44.4 -40.7 -7.4 7.7 -55.6 -44.5 0.0
9 -55.6 -24.1 -31.5 -7.4 -35.1 -37.0 14.8 14.8 -40.7 -51.8 -17.4
12 -64.7 -45.1 -37.2 -17.6 -33.4 -47.0 -6.0 22.0 -58.8 -58.9 -14.3
3 -76.0 -46.0 -71.5 -18.0 -14.0 -54.0 -30.7 -4.2 -83.3 -79.6 -31.6

2020 6 -82.7 -67.3 -80.4 -28.8 -5.9 -50.0 -21.2 14.2 -90.4 -80.8 -47.6
9 -79.1 -47.9 -70.2 -18.7 -19.2 -39.6 -8.3 6.6 -77.1 -68.8 -42.1
12 -83.7 -32.6 -66.7 -30.6 -18.3 -42.6 0.0 14.6 -71.4 -66.6 -33.3
3 -63.8 -40.4 -54.3 -31.9 -23.4 -29.8 -2.1 10.9 -55.3 -36.1 -40.0

2021 6 -22.5 -31.2 -40.9 -30.6 -22.5 -28.6 -2.0 11.1 -40.9 -41.7 -10.0
9 -39.2 -40.0 -44.0 -19.6 -20.0 -49.0 -8.0 4.2 -51.0 -33.4 -6.6
12 -31.3 -16.7 -27.7 -18.8 -48.9 -54.1 -8.5 -8.8 -37.5 -37.8 -18.7
3 -14.6 -20.9 -29.8 -10.5 -70.8 -60.4 -4.2 8.4 -37.5 -12.5 0.0

2022 6 22.3 0.0 -8.9 13.1 -84.8 -60.0 -8.7 4.7 -20.0 -23.2 0.0
9 13.0 -17.4 -15.5 30.4 -89.1 -50.0 -9.1 0.0 -32.7 -26.6 5.8
12 15.2 -19.6 -19.5 24.4 -87.0 -46.6 -6.5 11.6 -30.4 -31.8 -18.8
3 27.6 -21.3 -13.1 25.6 -78.7 -53.2 -2.1 8.5 -10.6 -6.6 5.9

2023 6 14.6 -27.1 -8.5 16.6 -85.4 -41.7 -2.1 10.5 -27.1 -20.8 -5.6
9 -6.5 -28.3 -18.2 34.8 -91.3 -41.3 -8.7 6.5 -26.1 -16.3 -6.2
12 -24.5 -33.4 -29.6 20.0 -80.0 -46.6 -8.8 4.5 -35.5 -29.6 -6.3
3 -31.9 -21.3 -30.4 19.2 -69.6 -40.5 -8.5 0.0 -32.6 -21.3 -23.5

2024 6 -22.7 -38.7 -23.3 20.5 -79.5 -48.8 -13.7 2.4 -39.5 -27.9 -13.3
9 -51.0 -29.7 -29.8 12.8 -66.0 -40.4 -8.7 4.4 -42.6 -44.5 -5.9
12 -46.7 -31.1 -26.7 24.4 -73.4 -40.0 -11.1 2.3 -51.1 -38.7 -12.5
3 -53.3 -22.2 -31.2 17.8 -62.2 -33.3 -13.4 2.2 -44.5 -37.7 -22.2

2025 6 -54.8 -14.3 -38.1 4.9 -61.9 -33.3 -16.7 9.7 -51.2 -55.3 -16.7
9
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（縫製）

年度 月 加工賃 受　注 操業度 利益率 資金繰り 借入難易 設備投資 従業員充足率
自社の業況総合

判断
四半期後の自社

業況見通し 海外生産

2007 6 -6.7 13.3 6.7 -33.3 -33.3 -20.0 -6.7 0.0 -20.0 -20.0 なし
9 0.0 13.3 -6.7 -26.7 -20.0 -13.3 6.7 -6.7 -13.3 -26.7 なし
12 -6.7 -13.3 -13.3 -14.3 -13.3 -13.3 -20.0 -6.7 -13.3 -26.7 なし
3 -6.7 0.0 -13.3 -26.7 -33.3 -20.0 -13.3 0.0 -26.7 -26.7 なし

2008 6 -33.3 -40.0 -33.3 -73.3 -40.0 -20.0 -26.7 -6.7 -53.3 -50.0 なし
9 -33.3 -26.7 -26.7 -73.3 -40.0 -33.3 -20.0 -20.0 -60.0 -73.3 なし
12 -42.9 -64.3 -57.1 -71.4 -64.3 -28.6 -46.2 -15.4 -71.4 -64.3 なし
3 -57.1 -42.9 -42.9 -92.9 -57.1 -28.6 -28.6 -14.3 -100.0 -71.4 なし

2009 6 -73.3 -86.7 -80.0 -86.7 -73.3 -46.7 -46.7 -13.3 -86.7 -80.0 なし
9 -71.4 -71.4 -57.1 -71.4 -71.4 -30.8 -35.7 0.0 -71.4 -57.1 なし
12 -66.7 -80.0 -73.3 -80.0 -80.0 -46.7 -46.7 -28.6 -86.7 -78.6 なし
3 -50.0 0.0 -21.4 -78.6 -78.6 -14.3 -35.7 -15.4 -64.3 -57.1 なし

2010 6 -46.2 -69.2 -69.2 -84.6 -69.2 -30.8 -61.5 -16.7 -76.9 -69.2 なし
9 -15.4 30.8 15.4 -38.5 -61.5 -41.7 -30.8 -23.1 -38.5 -46.2 なし
12 -21.4 0.0 -28.6 -64.3 -53.8 -38.5 -14.3 -23.1 -61.5 -46.2 なし
3 13.3 26.7 26.7 -33.3 -53.3 -26.7 -26.7 -33.3 -40.0 -60.0 なし

2011 6 -14.3 -21.4 -14.3 -50.0 -64.3 -35.6 -35.7 -28.6 -42.9 -14.3 なし
9 -7.1 15.4 0.0 -28.6 -57.1 -35.7 -21.4 -14.3 -14.3 -14.3 なし
12 -13.3 -33.3 -40.0 -66.7 -40.0 -33.3 -13.3 -6.7 -33.3 0.0 なし
3 -20.0 33.3 33.3 -46.7 -53.3 -40.0 -33.3 -20.0 -33.3 -26.7 なし

2012 6 0.0 -7.1 0.0 -14.3 -28.6 -14.3 -28.6 -14.3 -7.1 -15.4 なし
9 7.1 -35.7 -28.6 -42.9 -42.9 -35.7 -21.4 -7.1 -42.9 -57.1 なし
12 -26.7 -73.3 -71.4 -80.0 -60.0 -13.3 -33.3 -13.3 -66.7 -20.0 なし
3 0.0 -20.0 -13.3 -46.7 -33.3 -40.0 -13.3 -26.7 -40.0 -40.0 なし

2013 6 14.3 -14.3 -14.3 -35.7 -42.9 -35.7 -14.3 -28.6 -35.7 -23.1 なし
9 -8.4 8.4 8.3 -63.6 -16.7 0.0 -8.4 -18.2 -27.3 -27.3 なし
12 0.0 -15.4 -30.8 -53.8 -41.7 -38.5 -30.8 -30.8 -38.5 -15.4 なし
3 0.0 38.4 0.0 -23.1 -30.8 -23.1 -25.0 -38.5 -30.8 -16.7 なし

2014 6 -14.3 -7.2 -21.5 -50.0 -21.4 -35.8 -14.3 -42.9 -14.3 -21.4 なし
9 -21.4 -14.3 -14.3 -50.0 -42.9 -46.1 -14.3 -50.0 -30.8 -38.5 なし
12 0.0 18.2 0.0 -45.5 -27.3 -45.5 -27.3 -36.4 -18.2 -36.4 なし
3 20.0 40.0 33.3 -40.0 -26.6 -26.6 -13.4 -46.7 -26.6 -26.6 なし

2015 6 15.4 23.1 0.0 -38.5 -38.5 -15.4 -23.1 -46.2 -15.4 -15.4 なし
9 13.3 20.0 0.0 -40.0 -20.0 -13.3 -33.3 -40.0 -13.4 -6.7 なし
12 20.0 20.0 -6.7 -20.0 -33.3 -6.7 -26.6 -40.0 -33.3 -13.4 なし
3 7.1 21.5 -7.2 -28.6 -21.5 -21.4 -14.3 -28.6 -21.4 0.0 なし

2016 6 6.7 -40.0 -20.0 -33.3 -26.7 -6.7 -26.7 -20.0 -13.4 -33.3 なし
9 -7.2 -21.4 -7.1 -42.8 -35.7 -28.6 -28.6 -14.3 -35.7 -35.7 なし
12 -21.4 -21.4 -14.3 -50.0 -35.7 -28.6 -28.6 -35.7 -50.0 -57.1 なし
3 -7.2 -21.5 -28.6 -28.6 -28.6 -14.3 -21.4 -21.4 -14.3 -7.1 なし

2017 6 -7.2 -28.6 -57.1 -71.4 -42.9 -14.3 -35.7 -28.6 -64.3 -57.1 なし
9 0.0 -14.3 -14.3 -57.2 -42.9 -28.6 -35.7 -28.6 -35.8 -42.9 なし
12 0.0 -28.6 -28.6 -57.2 -42.9 -21.4 -35.7 -28.6 -50.0 -35.7 なし
3 0.0 7.2 -7.2 -57.1 -50.0 -14.3 -28.6 -42.9 -50.0 -42.9 なし

2018 6 -6.6 -33.3 -33.3 -40.0 -46.7 -13.3 -33.3 -33.3 -40.0 -20.0 なし
9 -6.6 -26.6 -26.6 -46.6 -53.3 -40.0 -40.0 -40.0 -53.3 -40.0 なし
12 -13.3 -46.7 -40.0 -60.0 -60.0 -20.0 -46.7 -33.3 -60.0 -40.0 なし
3 0.0 -23.1 -15.4 -30.8 -46.2 -30.8 -30.8 -23.1 -38.5 -30.8 なし

2019 6 0.0 -35.8 -21.4 -64.3 -42.9 -21.5 -21.5 -35.8 -35.7 -35.7 なし
9 7.2 -7.2 -7.2 -42.9 -28.6 -14.3 -21.4 -35.7 -14.3 -35.8 なし
12 -14.3 -50.0 -42.9 -57.1 -50.0 -21.5 -50.0 -21.4 -50.0 -57.1 なし
3 -53.8 -61.5 -46.2 -76.9 -58.3 -23.1 -23.1 -23.1 -76.9 -84.6 なし

2020 6 -41.7 -91.7 -83.3 -75.0 -54.5 -20.0 -41.7 -33.3 -83.3 -83.3 なし
9 -38.5 -75.0 -30.8 -61.5 -27.3 -25.0 -46.2 -38.5 -76.9 -76.9 なし
12 -41.7 -75.0 -63.6 -58.3 -18.2 -8.3 -25.0 -33.3 -72.7 -81.8 なし
3 -23.1 -61.5 -23.1 -61.5 -8.3 -15.4 -30.8 -38.5 -61.5 -53.8 なし

2021 6 -50.0 -71.4 -64.3 -71.4 -35.8 -21.5 -21.5 -28.6 -71.5 -53.8 なし
9 -21.5 -50.0 -50.0 -71.4 -50.0 0.0 -7.7 -28.6 -69.2 -71.4 なし
12 -38.5 -38.5 -53.8 -83.3 -33.4 -8.3 -7.7 -53.8 -69.2 -61.5 なし
3 7.2 21.5 -21.4 -50.0 -30.8 7.7 -7.2 -78.6 -28.6 -42.9 なし

2022 6 46.1 53.8 0.0 -7.7 0.0 8.3 0.0 -30.8 -7.7 0.0 なし
9 23.1 30.8 -23.1 -23.1 -33.3 8.4 -7.7 -53.8 -15.4 -30.8 なし
12 50.0 41.6 -16.6 -8.3 -9.1 8.3 -8.3 -25.0 -8.3 0.0 なし
3 38.5 15.4 -7.7 -23.1 -15.4 7.7 0.0 -30.8 7.7 15.4 なし

2023 6 33.4 8.4 0.0 -41.7 -9.1 0.0 -16.7 -41.7 -16.6 -8.3 なし
9 23.1 7.7 15.4 -69.2 -25.0 -9.1 0.0 -7.7 -38.5 -30.8 なし
12 16.7 -50.0 -33.3 -58.3 -27.3 -16.7 -25.0 -8.3 -41.7 -25.0 なし
3 7.7 0.0 7.7 -23.1 -16.7 0.0 0.0 7.7 -15.4 -25.0 なし

2024 6 7.7 -38.4 -23.1 -30.8 -8.4 -7.7 -15.4 -23.1 -38.5 -7.7 なし
9 0.0 -25.0 -16.7 -33.3 0.0 0.0 -16.7 -16.7 -50.0 -50.0 なし
12 0.0 -41.7 -25.0 -33.3 -36.4 -16.7 -16.7 -16.7 -25.0 -16.7 なし
3 0.0 -25.0 0.0 -58.3 -18.2 -8.4 0.0 -16.7 -41.7 -50.0 なし

2025 6 -8.4 -25.0 -8.4 -33.4 -9.1 0.0 -16.7 -16.7 -16.7 -8.3 なし
9
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